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　水道事業は、「安全・安心」でおいしい水を、「安定的」
に供給することを最大の使命として事業の拡張、整備に
取り組んでまいりました。
　現在、老朽化した水道施設の更新や南海トラフ巨大地
震などの災害時に備えた耐震化対策を順次実施しており
ます。
　また、水道料金収納等に関する業務を民間の専門事業
者に委託、施設の統合監視に係る民間システムの利用な
ど、民間事業者の有するノウハウを最大限活用し、可能
な限り運営費コストを削減し、効率的な水道事業運営に
努めてまいりました。
　さらに、財政面においては水道料金の収納率向上など
による安定した収入確保（令和３年度現年　水道料金の

収納率99.54％）や企業債発行などの財源確保を行い、
経営基盤の強化を図ってまいりました。
　今後も、令和４年３月に策定した「阿南市新水道ビジョ
ン　2022▶2028」に基づき、老朽化した水道施設の更
新、南海トラフ巨大地震などの災害時に備えた耐震化を
効率的かつ効果的に推進し、人口減少に伴う給水収益
の減少等を前提に財源確保の検討を適切に行うなど、水
道施設と財政の両面における健全性を確保しながら、よ
り一層、効率的な水道事業運営や市民サービスの向上を
図ってまいります。

収益
14億
8,034万円

費用
11億
1,973万円 給水収益

13億
498万円

加入金収益
2,354万円

その他　1億5,182万円

純利益
3億6,061万円

原水及び浄水費　1億7,885万円

配水及び給水費　1億3,726万円

受託工事費　156万円

総係費
1億3,769万円

減価償却費
5億4,167万円

支払利息
1億907万円

その他　1,363万円

■貸借対照表 （税抜） ■業務概況

■収益と費用 （税抜）

問い合わせ　水道課　☎22-0587

令和3年度　水道事業　業務の概況
地方公営企業法第40条の2の規定に基づいて、令和3年度阿南市水道事業経営の
業務概況について公表します。 令和4年11月1日　阿南市長　表原　立磨

　水道事業の公表に当たって

給 水 戸 数 30,055（戸）
給 水 人 口 66,608（人）
年 間 有 収 水 量 8,707,690（㎥）
一日平均有収水量 23,857（㎥）
一般用有収水量 7,694,674（㎥）
業務用有収水量 964,132（㎥）
湯屋用有収水量 42,163（㎥）
その他有収水量 6,721（㎥）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 133億1,110万円 固 定 負 債 53億4,750万円

（有形固定資産） 133億1,090万円 企 業 債 53億4,750万円

土 地 3億7,605万円 流 動 負 債 8億24万円

建 物 4億387万円 企 業 債 5億7,441万円

構 築 物 118億33万円 営 業 未 払 金 6,118万円

機 械 及び 装 置 4億9,427万円 営 業 外未 払 金 514万円

車両及び運搬具 119万円 その 他 未 払 金 1億1,572万円

工具器具及び備品 1,611万円 前 受 金 1,005万円

建 設 仮 勘 定 2億1,908万円 賞与 引当 金 等 1,047万円

（無形固定資産）　　　　 20万円 その他流動負債 2,327万円

電話施設利用権 20万円 繰 延 収 益 30億9,769万円

流 動 資 産 23億6,211万円 長 期 前 受 金 30億9,769万円

現 金 預 金 20億7,151万円 資 本 金 36億8,703万円

営 業 未 収 金 2億23万円 資 本 金 36億8,703万円

営 業 外未 収 金 174万円 剰 余 金 27億4,075万円

その 他 未 収 金 372万円 資 本 剰 余 金 6億4,493万円

貸 倒 引 当 金 △170万円 利 益 剰 余 金 20億9,582万円

貯 蔵 品 3,592万円 負債・資本合計 156億7,321万円

前 払 金 5,069万円

資 産 合 計 156億7,321万円

下水道使用料
41,554千円

雨水処理負担金
248,402千円

減価償却費
301,480千円

長期前受金戻入
138,626千円

ポンプ場費　34,398千円

その他　5,275千円

処理場費
62,352千円

総係費
19,180千円

収益
508,724
千円

費用
494,421
千円

支払利息　71,736千円

他会計補助金
78,830千円

その他　1,312千円




